
機動的海洋観測システムの開発
海洋観測の無人化、省力化に向けて

機動的観測システム構想図
長期間観測と詳細観測の両立を目指した観測網の構築

全球的な海洋構造の把握のために様々な海洋観測が行われており、Argo計画は観測におけるブレイクスルーとなった。また、様々なセン
サーが開発され、生物地球化学観測網であるBGC Argo計画も進んでいる。一方で、Argoのような投棄型観測システムでは回収後の較正が
できず、センサーの経時変化（ドリフト）に対する品質管理が十分ではないという課題がある。また、係留系や船舶観測にも機動性や連続性の
制約があり、空間的・時間的に連続した高精度観測は困難である。そのため、海洋の熱収支や物質循環の理解、さらにはIPCC AR7などの国
際的な政策立案への貢献に向けて、長期間かつ広域に観測でき、較正可能な高精度海洋観測システムの構築・実証が必要とされている。

多目的観測フロート～観測網を構築するプラットフォーム②～ 海洋観測ブイ～観測網を構築するプラットフォーム③～

風力推進ASV（洋上航走体）～観測網を構築するプラットフォーム①～

BGCブイ
BGC観測項目に対応した観測
ブイ。海洋酸性化や生態環境計
測を行う。クロロフィル、溶存
酸素などのセンサを搭載する。

トライトンブイ
気候変動観測を目的としたブ
イ。大気海洋相互作用の理解を
進める多数のCTDセンサや
ADCPなどを搭載

MOF投入
台風などの気象イベント発生
時にMOFの投入を行って、集中
的な観測を行う。

整備、校正拠点
JAMSTEC横須賀本部およびむ
つ研究所にてブイの整備やセ
ンサの校正を行う。ブイや洋上
航走体に搭載されたセンサの
校正を行うことで、データの品
質向上に貢献する。

洋上航走体測線観測
洋上航走体による測線観測を
行い、熱帯から温帯、亜寒帯に
おける観測線の構築を目指す。
200mまでのプロファイル観
測、気象データの取得を行う。

海洋観測船
ブイの設置回収、洋上航走体の
投入揚収を担う。洋上航走体は
小型船舶での投入回収が可能
で、日本沿岸からの投入回収が
可能

試験観測中の洋上航走体
経済安全保障重要技術育成プログラ
ムにて開発中の洋上航走体試作機。海
中の鉛直断面観測および気象の自動
観測を目的に開発中。

洋上航走体で取得したプロファイルデータ
（水温／深度）

洋上航走体から投入したMOFの観測データ（CTD）

洋上航走体FS3号機
全長3m　重量230kg
200mウィンチ搭載　Iridium SBD
ADCP/CTD/気象センサ

洋上航走体（MOF回収機能搭載）
全長5m　重量450kg ADCP/CTD/気象センサ
MOF投入回収機構搭載　Starlink搭載

トライトンブイアレイ（上段）と取得データ例（下段）
20年以上に渡り、長期的な観測を行ってきたブイ観測技術を
生かし、新たな観測網の構築を目指す。トライトンブイ

観測網の構築を想定した
仕様にアップグレード。
要素技術を追加開発する

小型観測フロート
「MOF」
JAMSTECで開発された
小型観測フロート。独自
開発のCTDセンサを搭
載しており、約1m、重量
8kgと小型軽量。


